
 

 

第５期 野川流域連絡会 

 

第３回 夏季「野川･生きもの観察会」報告書 

 

１．開催日時：平成 23 年 8 月 7 日（日）10 時～12 時、天候：はれ 

 

２．集合場所：野川公園「自然観察センター」前 

 

３．行事内容：ほたる川の補修作業及び野川・ほたる川での 

       生きもの調査と観察 

 

４．参 加 者：一般参加 31 名（大人 14 名、子供 17 名） 

       流連委員 9名、事務局 8名［合計 48 名］ 

 

５．実施状況等： 

      09:00～09:30 流連委員、事務局 自然観察センター前集合 

   09:30～09:45 一般参加者の受付準備、レクチャー室の準備 

      09:45～10:00 一般参加者の受付 

      10:00～10:25 「自然観察センター」レクチャー室にて 

                    開会、まとめ役挨拶 

                    野川ルール、スケジュール等の説明 

                   自然観察センター前にて準備体操 

   10:25～10:30 ほたる川へ移動 

      10:30～11:15 ほたる川の補修作業および生きもの採取の説明 

      11:15～11:45 ほたる川および野川本川の生きものの採取 

      11:45～12:00 採取した生きものの観察・解説 

      12:00     閉会 

      12:00～12:30 流連委員による調査結果整理、後かたづけ 

      12:30     解散 

 

７．配付資料 

     ・川のフィールドブック 

    ・東京の川を歩こう 

    ・野川ルール（普及版） 

    ・ボールペン 

・三宅島の木炭 

・アンケート用紙 

・東京の水（ペットボトル） 

・シャボン玉 

 

 

 



 

 

８．まとめ 

 

第５期野川流域連絡会生きもの分科会主催の「夏季生きもの観察会」が

平成２３年８月７日（日）に行われました。 

当日の天気は晴れ、気温も３２度と高めではありましたが、一般参加３

１名（大人１４名、子供１７名）、流連委員９名、事務局８名の総勢４８

名の参加がありました。 

 「自然観察センター」レクチャー室で開会の挨拶、野川ルールの説明後、

参加者全員で準備体操を行い、ほたる川へと移動しました。 

ほたる川では補修作業、松丸太の杭打ち、崩れている箇所の修復を行い

ました。中でも杭打ちは好評であり、アンケートにも杭打ちをもっとやっ

ても良かったとの声がありました。 

つづいて、ほたる川、野川本川にて生きものの採集を行いました。天気

が良く気温も高いことから川の中に入るのが気持ち良く、全身を川に浸け

て生きもの採集をする子供さんもいました。 

採集した生きものは、採集箇所ごとに分け、流連委員による生きものの

説明が行われました。ほたる川にいる生きもの、野川本川にいる生きもの、

それぞれの解説を興味深く子供たちが聞き入っていました。 

今回の観察会ではほたる川でホトケドジョウが１１匹採取されました。

他にもタモロコ、アメリカザリガニ、ミナミヌマエビなどほたる川では９

種類、野川本川では１７種類、また観察会終了後にひょうたん川も確認し

４種類の生きものが確認出来ました。 

前回の冬季生きもの観察会に続き、今回も一般参加者の方にアンケート

をお願い致しました。参加して良かった、また参加したい等の意見が寄せ

られ、野川という貴重な都市の中の自然に触れてより一層住民の方々の川

に対する興味、関心が高まる機会になったようです。 

熱中症などの心配もありましたが、一般参加の方、流連委員の方共に体

調不良や事故もなく無事に終了する事ができました。 



 

 

 

 

 〈状況写真〉 

 

 「自然観察センター」前で受付け 「自然観察センター」レクチャー室にて

開会挨拶 

 

 「自然観察センター」レクチャー室にて

野川ルールの説明 
「自然観察センター」前にて 

準備体操 

 

 ほたる川へ移動 ほたる川の補修作業の説明 

 

 



 

 

 

 

 〈状況写真〉 

 

 ほたる川の補修作業 ほたる川の補修作業 

 

 補修前のほたる川 補修後のほたる川 

 

 生きもの採取の説明（ほたる川） 生きもの採取（ほたる川） 

 



 

 

 

 

 〈状況写真〉 

 

 生きもの採取（ほたる川） 生きもの採取（野川本川） 

 

 生きもの採取（野川本川） 採取した生きもの 

 

 

 採取した生きものの観察・説明 

 
採取した生きものの観察・説明 
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